
燕・弥彦地域公共交通網形成計画の延長と修正及び次期計画策定時期について

当会議で作成した「燕・弥彦地域公共交通網形成計画」について、令和5年度末で計画期間が満了となり
ますが、令和6年3月の県央基幹病院開院に伴う再編準備や新型コロナウイルスの影響による公共交通の利
用状況を注視する必要があることなどから、網形成計画の計画期間を延長するため修正を行います。
また、次期計画である「燕・弥彦地域公共交通計画（仮称）」は、県央基幹病院の開院を踏まえて、令

和５、６年度の2か年で調査を行い、計画策定を行うこととします。

１．網形成計画の延長と修正の内容（予定）
計画期間の延長とそれに伴う内容の一部について修正いたします。
また、令和2年11月の「地域公共交通活性化再生法」の改正により、フィーダー系統補助などの補助事業を活用

するために計画に盛り込むべき事項が定められましたので、その事項についても追加及び修正をいたします。
①計画期間の修正
・計画期間：平成31年度から令和5年度まで ⇒ 平成31年度から令和6年度まで
・延長に伴う、スケジュール等の延長分の追加や時期詳細の追加 など

②掲載内容の調整
・策定後の様々な社会動向により、計画内容と現状に違いが生じている部分を修正
・補助系統(フィーダー系統など)の圏域内における位置づけや役割の整理 など

２．今後の予定
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【参考】地域公共交通計画とは

令和2年11月に地域公共交通の活性化及び再生に関する法律が改正され、従来の「地域公共交通網形成計
画」に代わる新たな法定計画として「地域公共交通計画」の作成が努力義務化されました。
網形成計画を策定済みであった地方公共団体は、次回の計画見直しのタイミング等で「地域公共交通計

画」で定められている記載事項を満たしているか確認を推奨されています。

◆それぞれの計画の違い

地域公共交通計画 網形成計画

計画の対象

・ネットワークの確保・充実に加え、
ダイヤや運賃などの面からもサービ
スを総合的に捉え改善や充実に取り
組む

・地域の輸送資源を総動員する具体策
を盛り込むことができる

バス路線などの専ら公共交通のネット
ワークの確保・充実（主に路線の再編
や新規整備）を対象とする

位置づけ

・地方公共団体による作成を法的に努
力義務化

・基本的に全ての地方公共団体におい
て計画の作成や実施に取り組む

地方公共団体による作成が可能

実効性確保

・定量的な目標の設定や毎年度の評価
などの仕組みを制度化

・定量的なデータに基づくPDCAの取組
を強化

・可能な限り具体的な数値指標を明示
・原則として計画期間の終了時。計画
の見直し時に達成状況を評価
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